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(論文要旨)
本論文は,大きく2部構成でまとめられている｡
第Ⅰ部では,銀行管理会計に関する先行研究のレビューと,実際の銀行管理会
計の状況を歴史的に考察する｡
第1章では,これまでの銀行管理会計の先行研究を歴史的にまとめ,それらの
評価を行っている｡さらに,一般企業と区別しながら銀行業の特徴を整理した｡
第2章では, 1873年の漉揮栄一による日本最初の銀行設立から明治･大正･昭
和初期までの銀行経営と管理会計の適用状況を検討する｡当時は小規模の私立銀
行が濫立した時代であるが,そのなかで最も経営基盤のしっかりした銀行の1つ
であった三井銀行の事例を中心に銀行管理会計の状況を検討する｡
第3章では,第2次世界大戦後から高度成長を経てバブル経済へ突入する1980
年代までの銀行管理会計の状況を分析する｡高度成長期は,企業の旺盛な資金需
要と銀行の業績が非常にうまくマッチングした時代であったと思われるが,その
際の銀行管理会計の状況と経営への役立ちを検討する｡
第4章では,バブル崩壊後の銀行管理会計の高度化をまとめる｡ 1980年代まで
の銀行管理会計ではバブル崩壊時に十分機能できなかった｡バブル崩壊後の1990
年代後半には信用リスクが計量化されて銀行管理会計に算入されるようになった
ことをあきらかにする｡
第5章では,以上分析した銀行管理会計の歴史的な変遷は,内的要因だけでな
く外的要因による影響,とくに銀行の場合にはコーポレート･ガバナンスの影響
を強く受けていることをあさらかにする｡
次に,第Ⅱ部では現在実際に銀行で行われている銀行管理会計技法の状況につ
いて3つの個別テーマを検討する｡
第6章では,某都市銀行の原価計算を事例として検討する｡この都市銀行では,
従来は伝統的原価計算を行っていたが, 1999年にABC (Acdvity-Based Costing ;
活動基準原価計算)が適用された｡ ABC適用にいたる経緯やその内容について
検討する｡
第7章では,銀行の収益管理に関する観点で現状行われている内容を検討する｡
とくに,従来は原価計算で行われていた預金利息の管理が1990年代後半からは大
手銀行を中心に銀行版の社内振替価格制度と考えられるFTP (FundsTransfer
銀行管理会計　　425
Pricing;資金振替価格方式)によって行われるようになった｡さらに,今後の
銀行収益管理の課題として,国際会計基準で議論された将来キャッシュフローの
割引計算を適用した資産価値の評価損益の必要性についても検討する｡現在は渉
外営業担当者の業績評価が過去の期間損益ベースとなっているため,獲得時点で
の担当者別評価が困難な状況にある｡この間題を解決するためには,将来キャッ
シュフローの割引計算による価値評価分析(Valuation)が必要ではないかと考
えられる｡モデルデータをもとにしたシミュレーションまでを行って検討したい｡
第8章においては,銀行管理会計の現状の課題と展望を検討する｡銀行管理会
計ではこれまで原価計算,収益管理,およびリスク管理の財務の面で統合的に管
理してきたが,事後指標に偏っているなどまだ課題が残っている｡とくに,リス
ク管理については｢リターンの源としてのリスク(リスク･リターン)｣と｢回
避すべきリスク｣とに区分して検討する必要がある｡メガバンクなど大手銀行を
中心にして, ｢リスクがあるから融資を行わない｣から｢リスクに見合う収益の
確保｣,すなわち,リスク･リターンの概念で金利や貸出期間を決定する方法が
とられるようになってきた｡しかし,地域の銀行では貸出先はほとんど当該地域
の顧客に限定されており,リスク量だけをみて貸さないとか,リスクに見合う金
利の確保といった財務の面だけでは,いわゆる貸し渋り行為と変わらなくなる恐
れがある｡地域社会や中小企業の活性化を行うような"育てる融資"を行うには,
無形の資産価値評価や事前のリスク管理活動を行って回避すべきリスクを低減さ
せる必要があり,そのための銀行管理会計のフレームワークとしてBSCの効果
性を検討する｡
以上,銀行管理会計の歴史と内容について検討した結果,今後の銀行管理会計
の方向性に与える影響要因として,外部要因,内部技法の高度化,および経営戦
略の3点があきらかになった｡それぞれの点で,次のとおり研究上のインプリケ
ーションを指摘できる｡
第1に,銀行管理会計の今後の方向性を与える｢外部要因｣として,コーポレ
ート･ガバナンスの影響をあきらかにした.これからは,グローバルな市場から
のガバナンスがより重要になり,そのガバナンス-の対応メカニズムが銀行管理
会計に組み込まれることになる｡すでに,バーゼルⅡ (新BIS基準), COSO/ERM,
sox法(サーベイン･オックスレ一法) -の対応が,銀行管理会計の技法や内
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容に影響を与えつつある｡
第2に,銀行管理会計とリスク管理のそれぞれの技術や融合などに関する｢内
部技法の高度化｣が,銀行管理会計の今後の方向性に影響を与える要因である｡
今後は, BSCによって財務的な視点でリスク量が取り込まれるだけでなく,回
避すべきリスクを事前に予防するリスク管理活動が非財務の観点で取り込まれる
ようになる｡さらに,その回避すべきリスクについても金融工学の観点から徐々
にオペレーショナル･リスクとして計量化されてくるものもある｡このように管
理会計や金融工学の双方の面でそれぞれの技術の高度化や融合技法の構築が銀行
管理会計に内部から変化を与えるものとなる｡
第3に,銀行管理会計の方向性に影響を与える要因として当該銀行の｢経営戦
略｣がある｡ 2000年代の銀行は,収益性と健全性だけではなく社会や地域との共
存共栄の経営戦略を標梼するところが多い｡バブル崩壊の影響がほぼ一服し,そ
の反省から収益一辺倒ではなく顧客や地域社会との共生にとどまらず,地球全体
のなかの企業市民として責任ある経営の必要性に気がついたものと考えられる｡
筆者は, 1990年代は企業間のWinJWinの関係が求められ, 2000年代はあらゆる
ステークホルダーの価値を向上させて"全員Happyな関係''が築けるような経
営戟略を実行する銀行管理会計フレームワークが求められていると考える｡つま
り,これからは,弱肉強食の経営を超えたより次元の高いレベルでの共存共栄の
経営が求められている｡そのためのフレームワークがこれからの銀行管理会計に
おける重要な要件である｡
以ヒの点が,本研究における理論的な貢献である｡
最後に,現状の激動の社会経済環境においては,銀行以外の業種でもリスクの
概念を取り込んだ管理会計は有効であり,実務的にはすでに必要とされている｡
そこで,より理論的にリスクをマネジメントしながら,あらゆるステークホルダ
ーに対して企業価値の最人化を図る｢金融管理会計の･般化フレームワークの研
究｣を今後の研究課題としたい｡
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Ⅱ　審査報告
1.本論文の課題と構成
本論文は,銀行業における管理会計についてその歴史的な変遷とその変化をも
たらした銀行内外の影響要因を検討することでその仕組みの体系化と今後の方向
性を見極めることを目的としている｡従来の管理会計では,銀行業だけに焦点を
当てる研究は多くはなかった｡とくに,いまの銀行管理会計の歴史的な研究アプ
ローチをとることによって,環境が激しく変化してきたわが国銀行経営への銀行
管理会計の適合性が検討されている｡･また,これまでリスク管理を取り込んだ管
理会計を整理,体系化した研究もなかった｡ ･これらの点を考察したのが本論文で
ある｡本論文は,以下の表題をもつ各章によって構成されている｡,
く論文構成)
序　章
第Ⅰ部　銀行管理会計の歴史的考察
第1章　銀行管理会計の特徴と先行研究
第2章　日本の銀行誕生と管理会計
第3章　護送船団行政と-銀行管理会計
第4章　バブル崩壊後の銀行管理会計
-リスクを勘案した管理会計の登場一
第5章　銀行のコーポレートガバナンスと管理会計の関係性に関する歴史的
考察
第Ⅱ部　銀行管理会計の課題と展望･
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第6章　銀行の原価計算
第7草　銀行の収益管理
第8章　銀行管理会計の課題と展望
-BSCによる銀行管理会計とリスク管理の融合一
結　章
本論文は,序章と結章のほか,本文は大きく2部構成でまとめられており,全
8章からなる｡序章では,銀行管理会計に関する問題意識が述べられ,その間題
に対するアプローチと範囲が示されたうえで,本論文の全体構成が説明されてい
る｡
第Ⅰ部では,銀行管理会計に関する先行研究のレビューと,実際の銀行管理会
計の状況が歴史的に考察されている｡
第1章では,これまでの銀行管理会計の先行研究を歴史的にまとめ,それらの
検討が行われているo　さらに, -般企業と区別しながら銀行業の特徴が整理され
ている｡
第2章では, 1873年の漉揮栄一による日本最初の銀行設立から明治･大正･昭
和初期までの銀行経営と管理会計の適用状況が検討されている｡当時は小規模の
私立銀行が濫立した時代であるが,とくに国立銀行や三井銀行など大手財閥グル
ープによる私立銀行など経常基盤のしっかりした銀行の管理会計の状況と経営へ
の適合性が検討されている｡
第3章では,第2次世界大戦後から高度成長を経てバブル経済-突入する1980
年代までの銀行管理会計の状況が分析されている｡高度成長期には,企業の旺盛
な資金需要と銀行の業績が非常にうまくマッチングした時代であったと思われる
が,その際の銀行管理会計の状況と経営-の役立ちが検討されている｡
第4章では,バブル崩壊後の銀行管理会計の高度化がまとめられている｡ 1980
年代までの銀行管理会計ではバブル崩壊時に十分機能できなかったといわれる｡
しかし,バブル崩壊後の1990年代後半には信用リスクが計量化されて銀行管理会
計に算入されるようになり,リスクを考慮した管理会計によって経営への適合性
がより高まったことをあきらかにしている｡
第5章では,銀行管理会計の歴史的な変遷は内的要因だけでなく外的要因によ
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る影響,とくに銀行の場合にはコーポレート･ガバナンスの影響を強く受けてい
る可能性を検討している｡
第Ⅱ部では現在実際に銀行で行われている銀行管理会計技法の状況について3
つの個別テーマが検討されている｡
第6章では,某都市銀行の原価計算を事例として検討されている｡この都市銀
行では,従来は伝統的原価計算を行っていたが, 1999年にABC (Activity-Based
Costing ;活動基準原価計算)が適用された｡論文作成者は同行にABCを導入し
た経緯もあり,そのABC適用にいたる経緯やその内容について検討されている｡
第7章では,銀行の収益管理に関する観点で現状行われている技法の内容につ
いて検討されている｡とくに,従来は原価計算で行われていた預金利息の管理が
1990年代後半からは大手銀行を中心に銀行版の社内振替価格制度と考えられる
FTP (FundsTransfer Pricing ;資金振替価格方式)によって行われるようになっ
た｡さらに,今後の銀行収益管理の課題として,国際会計基準で議論された将来
キャッシュフローの割引計算を適用した資産価値の評価損益の必要性についてモ
デルデータをもとにしたシミュレーションによって考察している｡
第8章においては,銀行管理会計の現状の課題と将来の展望がなされている｡
銀行管理会計では原価計算,収益管理,およびリスク管理を統合的に管理するよ
うになったが,事後指標に偏っているなど課題が残っている｡とくに,リスク管
理については｢リターンの源としてのリスク(リスク･リターン)｣と｢回避す
べきリスク｣とに区分して検討する必要がある｡地域社会や中小企業の活性化を
行うような``育てる融資◆'を行うには,無形の資産価値評価や事前のリスク管理
活動を行って回避すべきリスクを低減させる必要があり,そのための銀行管理会
計の　フレームワークとしてBSCの効果性が検討された｡
最後の結章では,銀行管理会計の歴史的な考察と現状の取り組み内容に基づく
考察がまとめられたうえで,今後の銀行管理会計の方向性に与える要因として外
部要因,内部技法の高度化,および経営戦略の3つの観点があげられ,それぞれ
で学位論文提出者の主張がまとめられている｡
2.本論文の特徴
本論文が学界に果たす理論的貢献の特徴を一言でいえば,銀行業の管理会計の
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歴史をもとに,管理会計が外部要因からの影響により変化する可能性を指摘し,
その結果として管理会計にリスク管理が融合した体系が提示されている点である｡
具体的にみると,以下で述べるような3つの独創的な特徴がみられる｡
第1の特徴は,銀行管理会計の今後の方向性を与える外部要因として,コーポ
レート･ガバナンスの影響をあきらかにしている点である｡日本経済の活性化と
国際的な金融市場の安定化に向けて銀行の社会的責任は重く,そのため,護送船
団行政では市場や顧客の意図を背景にした金融当局のガバナンスが銀行管理会計
に影響を与えたとされる｡これからは,グローバルな市場からのガバナンスがよ
り重要になり,そのガバナンス-の対応メカニズムが銀行管理会計に組み込まれ
るとされる｡すでに,バーゼルⅡ (新BIS基準), COSO/ERM (内部統制のフ
レームワーク), SOX法(サーベインス･オックスレ一法)への対応が銀行管理
会計の技法や内容に影響を与えつつあると指摘する｡また,銀行業ではあるが外
部要因が管理会計に与える影響を歴史的に検討しているという意味で,本研究は
業種別の管理会計の実務への適用研究の分野での新しい方向性を示したといえる｡
第2の特徴として,銀行業をもとに管理会計とリスク管理のそれぞれの技術の
融合に関する体系化が行われた点である｡これまでの管理会計の研究では,リス
ク管理とは別に論じられることが多かった｡しかし,本論文では銀行業ではとく
にそうならざるを得ない経緯を説明した上で,銀行管理会計の重要な構成要素と
してリスク量やリスク概念の必要性を明確に指摘した点は管理会計研究上の価値
は高いと思われる｡銀行業で実際に行われている技法をもとに一般化させている
点でも評価できる｡さらにいえば銀行業をケースとしていながらも,目に見えな
い資産の1つであるリスクの管理会計体系への取り込みの技法を検討し体系化さ
せている点で,業界研究にとどまらない無形の資産に関する管理会計研究への成
果ともいえるものとなっている｡
第3に,論文提出者自らが経験した実務と理論の融合から本論文が執筆されて
いるという点である｡銀行を主題とした研究はさくら銀行でのシステム部と総合
企画部の経験に基づいている｡論文の主要なテーマになっているABCは横井の
指導のもとに,数年前に自らが先導してさくら銀行に導入したものであり, ABC
とバランスト･スコアカードについては,専修大学の大学院の5年間にウッドラ
ンド社(取締役)とNTTデータ(部長)におけるコンサルタントとして数社に
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導入した事例をもとに,本論文において理論と実務の融合を図ったものである｡
以上,管理会計の著書や論文の中でも,これだけ見事に理論と実務の融合を凶っ
たものはないといえるであろう｡
3.本論文の問題点ないし課題
本論文には,以上のようにすぐれた特徴がある｡しかし,本論文ついて,課題
が全くないわけではない｡それは,第1に,外部要因と銀行管理会計の関係性の
検討について文献をもとに研究しているが,検証面でもっと突っ込んだ検討が欲
しかった｡第2に,本論文の主題ではないとはいえ,金融史の著述に研究不足が
みられなくはなかった｡とりわけ,初期の三井銀行,三井家の資産運用機関をど
う解釈すべきかといった議論が十分には尽くされているとはいえない｡第3に,
護送船団方式やコーポレート･ガバナンスに関する議論が,谷守氏の専門でない
とはいえ,さらなる検討が欲しかったということである｡
しかし,上記の問題点や課題については,本論文の管理会計への貢献に比べれ
ば今後の課題として研究展開されるべきものである｡そういった意味でも本論文
の学界への貢献を否定するものではない｡今後,本論文から発想を得て管理会計
に及ぼす外部要因に関する研究として,実際にアンケート収集等により実データ
をもとに統計的に検証されるなど広く展開されることを期待する｡
4.本論文の評価
以卜で述べたとおり,本論文ではわが国で初めて銀行業における管理会計を歴
史的に検討することによって,コーポレート･ガバナンスの影響やリスク管理と
の融合化による銀行管理会計の体系化が行われた｡本論文を通じて,わが国の銀
行の社会インフラ的機能に対する管理会計の統合的なシステム体系の必要性が一一一
貫して保たれながら,銀行管理会計に関する多岐にわたる特徴と問題点の考察が
なされ,随所で独創的な検討が行われている｡とくに,現代の銀行管理会計が過
去からの外部要因に基づき必然的な変化をとげてきたことを解明し,その結果,
銀行管理会計にリスクをマネジメントする体系が取り込まれたことをわが国で初
めて明らかにした点などは,管理会計研究における極めて人きな貢献として認め
られ,高く評価できる｡
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以上を勘案すると,本論文は学位の称号を与えるだけの十分な資格を有すると
認めうる｡今後は,学位論文提出者の理論面でのさらなる深化と,実務面での応
用へと研究を進展させることを期待したい｡
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